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【発熱、喉の痛み、咳などの症状があり受診したい場合は】　かかりつけ医や身近な医療機関、または厚生労働省新型コロナウイルス感染症相談窓口 0120-565-653
（9時〜21時）　【受診するか、救急車を呼ぶか迷った場合は】　千葉県救急安心電話相談☎♯7119（局番なし）または03-6810-1636平日・土曜日18時～翌朝８時、日
曜日・祝日・年末年始９時～翌朝８時

　道端のごみを拾いながら走るイベント「エコマラソン印旛」は、今年、印西市国際交
流協会が主催者となり、市をはじめさまざまな団体の協力を得ながら、「国際交流エコ・
スローマラソン印旛2024」と名称を変え復活しました。
　マラソン前日の4月6日、参加する約40人の外国人ランナーたちは、いちご狩りをし
たり、和服やお茶の体験で楽しんだ後、エコサミットに参加。日本人ランナーやボラ
ンティアと共にグループに分かれ環境問題について話し合いました。通訳もあったの
で私も参加し、シンガポールの店ではストローは使用しないことや、ごみの収集が2週
間に1回であることを初めて知りました。その後に開かれた立食のパスタパーティーで
は、懇談しながらいろいろな人と交流を深めることができました。
　マラソン当日は、朝から雨模様でしたが、スタート前には雨も止み、5グループに編
成された総勢94人の外国人と日本人ランナーたちは、朝8時に舞姫にある松虫姫公園をスタート。途中、松虫寺を経て、満開の吉高の大桜を
楽しんだ後、印旛中央公園から中継地の軽費老人ホームよしきりへと向かいました。よしきりでは和太鼓演奏で歓迎され、焼き鳥や足湯で疲
れを癒やした後、再びごみを拾いながら松虫姫公園に戻る全長20kmのコースを走り切りました。
　大きなごみ袋を持ってゴールした笑顔のランナーたちには、拾ったごみを計量し自分で分別し終えたら、温かい豚汁とおにぎりをほおばり
ながらの談笑会が待っていました。そして、全てのランナーがゴールすると、各賞の授与式が行われました。グループごとに並んだランナー

たちは完走記念のメダルをかけてもらい、一番多くごみを拾ったグルー
プにはごみ拾い賞として、いんザイ君のイラストが付いたエコバッグ
などが授与されました。そして、最後に全員で記念撮影をし、それぞ
れが名残を惜しみながら解散しました。
　とても楽しかった「国際交流エコ・スローマラソン
印旛」に、来年もさらに多くの人が参加されることを
願っています。
問市国際交流協会☎070-5519-1661

国際交流エコ・スローマラソン
印旛2024

広報レポーター
橋本千代子（岩戸）

▲今年度の各月の
レポートはこちら

　印旛歴史民俗資料館が実施した調査のうち、市域の考古
資料に関する論文などを掲載しています。
　本書は、資料館などで閲覧できる他、購入希望者には
有償で頒布します。
◎内容

【研究ノート】印旛沼北岸地域における埴輪胎土の化学特性
【年報】令和4年度印旛歴史民俗資料館事業概要
◎頒布価格…300円
◎�頒布場所…生涯学習課、各公民館(本埜を除く)、中央駅前地域交流
館、印旛歴史民俗資料館、木下交流の杜歴史資料センター

問印旛歴史民俗資料館☎99-0002

『印西市史通史編４近現代』を発刊『印西市史通史編４近現代』を発刊
　印西市域の明治維新期から平成22年3月の1
市2村の合併までの歴史をまとめました。
　本書は、図書館などで閲覧できる他、購入希
望者には有償で頒布します。
　市の歴史を学ぶ資料としてご活用ください。
◎内容　

【第一編　近代】明治前期の印西市域、明治後期の印西市域、大正期の
印西市域、昭和前期の印西市域

【第二編　現代】戦後改革、高度経済成長から安定成長へ、変貌する印
西市域、新しい印西市

【別編　沼と川】戦前の水害、戦前の利根川、戦前の印旛沼・手賀沼、
戦後の印旛沼・手賀沼、印旛沼・手賀沼の環境保全
◎頒布価格…5千円
◎�頒布場所…生涯学習課、各公民館(本埜を除く)、中央駅前地域交流
館、印旛歴史民俗資料館、木下交流の杜歴史資料センター
※郵送を希望する人は電話で下記へ
問木下交流の杜歴史資料センター☎40-3500

『印旛歴史民俗資料館研究紀要』第６号を発刊『印旛歴史民俗資料館研究紀要』第６号を発刊

拾って分別し終えた沢山のごみ袋
総量213.18kg

みんなで足湯

参加者全員での記念写真

6月は動物の正しい飼い方推進月間
　動物の飼い主は、次のことなどに注意して、適
切に飼いましょう。

●�周囲に迷惑をかけないよう、しつけや訓練
をしておく
●�感染症予防のため、動物に触った後は必ず
手を洗う
●�犬は、首輪などに狂犬病予防注射済票を付けることが義務
●�犬の放し飼いは禁止。散歩は犬を制止できる人が短い引き綱を付
けて行う
●�飼い犬が人をかんだときは保健所へ届け出をし、犬が狂犬病の疑
いがないか獣医師の検診を受ける
●�猫は屋内で飼うようにし、ふん尿や鳴き声などによる被害、感染
症や交通事故などを防ぐ
●�ふん尿は、飼い主が責任を持って処理する
●�災害時に備え、飼い主の明示（迷子札やマイクロチップの装着な
ど）をし、動物と同行して避難できるよう準備する
●�適正に飼えない犬猫を増やさないために、不妊去勢措置をする
●�飼えなくなった場合には、新しい飼い主を探す。困ったときは、
保健所や動物愛護センターへ相談する
●�生後91日以上の犬猫を合わせて10頭以上飼う場合、保健所への届
け出が必要
●�愛護動物を虐待・殺傷したり、捨てたりすると、懲役または罰金
が科せられます

　千葉県動物愛護センターでは「犬の正しい飼い方・しつけ方教室」を定期
的に開催しています。また、学校などへの講師の派遣も行っています。
問千葉県印旛保健所☎043-483-1137、千葉県動物愛護センター☎93-
5711、（公財）千葉県動物保護管理協会☎043-214-7814




